
 

【指定認知症共同生活介護・指定介護予防認知症共同生活介護】 

 

【 別 添 １ 】 

１．利用料金 

① 利用者がまだ要介護・要支援の認定を受けていない場合には、サービス利用料金の全額を一旦お支払

いいただきます。要介護・要支援の認定を受けた後、自己負担額を除く金額が介護保険から払い戻さ

れます（償還払い）。また、居宅・介護予防サービス計画が作成されていない場合も償還払いとなりま

す。償還払いとなる場合、利用者が保険給付の申請を行うための必要事項を記載した「サービス提供

証明書」を交付します。 

② 介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて利用者の負担額を変更します。 

（１） 介護保険基準サービス 

【指定認知症共同生活介護・指定介護予防認知症共同生活介護】 

① サービス利用料金  （＊１日につき） 

下記の単位数から、所定単位数（利用者の要介護度に応じた単位数と各種算定された加算を加えた単位

数）に、「介護職員処遇改善加算（Ⅰ）」を上乗せし、地域区分「その他」であるため 10円を乗じた額

をサービス利用料金とします。その内、介護保険自己負担分（１割または 2割）をお支払い下さい                      

（単位：単位数）                       

区分 

        （1日につき） 
要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

指定認知症共同生活介護 

指定介護予防認知症共同生活介護 
７４８ ７５２ ７８７ ８１１ ８２７ ８４４ 

・初期加算 30 ＊入居した日から起算して 30日 

・サービス提供体制強化加算（Ⅰ）22（Ⅱ）18 (Ⅲ) ６ 

・医療連携体制加算（Ⅰ）39 

・看取り介護加算 （Ⅰ）1280（Ⅱ）680（Ⅲ）144 （Ⅳ）72 

・夜間支援体制加算（Ⅰ）50（Ⅱ）25  

・認知症専門ケア加算（Ⅰ）3（Ⅱ）4 

・退去時相談援助加算 400  

・科学的介護推進体制加算（Ⅰ）40 （Ⅱ）60 

＊介護職員処遇改善加算（Ⅰ）利用する所定単位数に１１.１％が上乗せされます 

＊介護職員特定処遇改善加算（Ⅰ）利用する所定単位数に３.１％が上乗せされます 

＊介護職員等ベースアップ等支援加算 利用する所定単位数に２.３％が上乗せされます 

 

（２）介護保険基準外サービス 

  以下のサービスは、利用料金の全額が利用者の負担となります。  （単位：円） 

 

（１）家賃                      １ヶ月 ４８，０００円 

 ただし、月の途中における入居又は退去については、日割り計算として下記の金額といたします。                      

１日  １，５７８円 

（２）食費   食事１日分につき １，２１２円（朝食：２３４円 昼食５４４円 夕食４３４円） 

（３）光熱水費                     １日    ４００円 

ただし、入院期間中は徴収しないものといたします。 

（４）次にあげる日常生活において通常必要となる費用で利用者が負担することが適当と認められる費

用について、一旦事業所が立て替えたものの費用実費 

・個人の希望する日用品購入費・共同生活するうえで必要な消耗品共同購入費 

・理美容代 ・オムツ代・医療費 

ただし、共同生活に必要な消耗品購入費においては、入院期間中は徴収しないものといたします。 

（５）事業所が特に定める教養娯楽設備等の提供、あるいはレクリエーション行事にかかる費用。                      

実費 

（６）入居保証金                        １ヶ月家賃分 

   ただし、入居前に徴収し、退去時に返金する。尚、利用料及び事業所立替分の滞納時に引当てと

する。 

   


